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□内閣官房参与を辞職
この官邸お庭番日誌も、いよいよ終わりに近づいてきたようだ。思えば、財務副大臣を辞めた後、当時の菅総理や仙谷官房長官から、税や社会保障改革を進めるために内閣官房参与を任命されたのが2010年9月末であった。菅内閣から野田内閣に代わっても、継続して任命され、いま衆議院の解散・総選挙のさなかであり、泣いても笑っても16日には国民の厳粛な審判が下される。マスコミ各社の調査結果が続々と報じられているが、いずれの予測も民主党の敗北を必至とみている点で共通している。それだけ、過去3年3か月の民主党政権に対する評価が厳しく、国民からもう一度政党としての力を磨いて出直して来い、と言われているのだと思う。もちろん、まだ投票日まで時間があり、どのような結果になるのか、確定しているわけではないのだが、いずれにせよ、内閣官房参与の職は、次の内閣になれば辞すことにしている。
□「マイナンバー制度導入」に努力したのだが
　実は、政権交代直後から1年間、従事してきた財務副大臣として平成22年度税制改革大綱を策定し、その中で是非とも実現させたい課題の一つとして「納税者番号制度」の導入があった。2010年2月からは内閣府の国家戦略室の下で、番号制度導入に向けた実務者会議が発足し、その後、内閣官房参与として任命されて以降は、番号制度創設に向けた準備を進めることに力を注いできた。その番号制度については、菅総理大臣が大変熱心であり、1年後には法案を実現する方針を示された。
もちろん、どんなに急いでも法案策定に向けた大綱を策定するだけでも1年はかかるわけで、結果として2012年2月社会保障・税一体改革関連法案よりも早く「マイナンバー法案」として、通常国会に提出してきたのである。残念ながら、マイナンバー法案は通常国会では継続審議となり、臨時国会では解散・総選挙に伴い、廃案となってしまった。政府の番号制度推進本部事務局長として、まことに責任を痛感しており、自分としてもやるべき大きな課題としてきたマイナンバー制度の実現が不可能になったことをもって、自分の仕事に一区切りをつけることにした次第である。
□マイナンバー制度導入に向けた国民対話終了
東京から千葉へ、1年6か月で47都道府県すべて実施
　この間、マイナンバー制度の導入に向けて、全国47都道府県に出向いてその意義や目的など、パネルディスカッションとともに国民対話を実施してきた。2011年5月の東京を皮切りに、つい先日12月8日の千葉でもって47都道府県すべての国民対話を終えることができた。自分は全部出席できなかったが、30都道府県に出向き、パネラーとして、また主催者として自分の考えを訴えてきた。社会保障・税一体改革の方は、国会において、特別委員会が設置され国民注視の下で大きく取り上げられてきたのであるが、マイナンバー法案は特別委員会から切り離され、結果として廃案になったことは、国会対策として十分に配慮が足りなかったと批判されても仕方がない。
もし、特別委員会の中でマイナンバー法案も同時に審議されていたならば、おそらく、一定の修正を経たうえで成立していたことは確実であっただろう。自民党も公明党も、さらには、みんなの党もマイナンバー法案には基本的に賛成の立場であり、部分的な修正で可決したことは間違いない。それぞれのマニフェストや政権公約にも、マイナンバー導入の方針がきちんと出されている。このことは、次の政権がどのようなものになろうとも、マイナンバー法案が成立できる基盤が整ってきていることを示している。その実現のために、引き続き関係者の努力を切に望みたい。
□最後の千葉会場も盛り上がる
　さて、最終回となった千葉でのシンポジウムには、政府側から小生と向井審議官、基調講演には須藤修東京大学教授、日弁連からは清水勉情報問題対策委員長らが出席され、廃案になったとはいえ熱心な議論が交わされた。特に、清水委員長は、日弁連の番号問題の責任者であり、最初の会議から一貫して鋭く問題点を指摘され続けてこられた方で、立場は違っても、問題を正面から取り上げる姿勢に対して、尊敬の念を抱いてきた。終わった後の楽屋裏で、しっかりと握手を交わしながら、その努力に対して御礼の言葉を述べさせていただいた。清水委員長から、47都道府県すべての会場で、参加者からの質問・意見に対して一度も打ち切ることなく、最後まで真摯に論議を進めたことは、政府主催の会議ではまことに貴重なものであったと、高い評価をいただいたところである。
　と同時に、楽屋裏から札幌に帰るために足早に会場を後にしようとしたところ、参加者の一人が小生を待ち受けておられ、短時間の立ち話だったが意見交換することができた。その方は、北大の宮本太郎教授と懇意であり、社会保障と税の関係について「社会保障の充実が、結果として日本経済のデフレからの脱却にもつながることをしっかりと表明してほしかった」と述べておられ、まったく小生と見解を一致していることを確認し、ぜひともメールでの意見交換をしたいと言って、小生のアドレスをお渡ししておいた。
　会場から外へ出てみると、木枯らしが吹きすさび、街路樹の落ち葉があちこちに散乱していた。羽田空港行きのバスに飛び乗ったら、千歳が吹雪いたため飛行機が飛ばないことが判明して、あわててJR京葉線に乗り換え、東京に舞い戻った次第である。
□最後の仕事を終え、万感胸に迫る想い、こみあげる
み　何とも、これで自分の政府内における公的な仕事がすべて終わったのだ、という思いに浸りながら、師走の夕闇の中、煌々とライトアップに映える新装となった東京駅を見て、初めてこの東京駅に田舎から足を踏み出したのが1963年3月、あと3か月で50年となる。
あれから半世紀経過したのだ、と万感の思いが込み上げてきた。
